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［講演要旨］ 江戸時代の歴史地震の震源域・規模の再検討作業 

－7 年間の成果中間報告－ 

（財）地震予知総合研究振興会  松浦 律子 
（株）防災情報サービス  中村  操，茅野 一郎*，唐鎌 郁夫 

 

                                                        
* 歴史地震研究会に発足時から参加されておられた茅野一郎氏は大腸癌のため 2005 年 10 月 14 日逝去され

ました．ご冥福をお祈りするとともに，ここに謹んで会員各位にお知らせ申し上げます． 

§1. はじめに 
平成10 年度から地道に継続して実施してきた天正

地震以降主として江戸時代の地震史料の規模等の

再検討作業が，7 年間でようやく 57 事例となった．昨

年度末にそのうちの 42 件に関して中間報告を取りま

とめた．これと，昨年度後半に作業実施した 15 例の

概要を紹介する．当初の計画では活断層の評価に

資するために陸の浅い地震で M7 クラス以上をもれな

く再検討するため，現在のカタログなどから M6.7 以

上となっている 50 件程度の地震を対象としていたが，

途中から長期評価全般に利用できるよう，海域，沿岸，

やや深いものが M7 以上，余震と思われるものも含め

て陸は M6 以上，明治も浜田地震以降1884年まで含

めることになり，全体で 166 件が目標となった．中には

大量の史料があるものから，情報が大変少ないもの

までいろいろであるが，地震の深さや震度推定場所

の地盤挙動などまで考慮して，江戸時代の地震活動

が現在と著しく異なってはいないことを確認していく

作業と予想される． 
 
§2. 個々の検討結果の概略 

昨年度までに報告済みで，一部その後の修正など

を実施した 42 件に関しては中間報告書にとりまとめ

た．報告書には含められなかった 15 件を含めて結果

の表を次ページに示す．その内の15 件に関しての概

略を紹介する．スペース省略のため，地震は表中の

節番号で表す． 
43 番,44 番は 1943 年の鳥取地震と 2000 年鳥取県

西部地震との中間の場所に，1943 年時と同様，半年

間に連発して発生した地震である．44 番は特に美作

藩領の被害史料があるが，被害地域は岡山・鳥取県

境に近い山間部の村に限られ規模は 2 つほぼ同程

度である． 
48 番は日付が飯田と宇佐美とで 1 ヶ月異なってお

り，ロシアの原典で確認したいが，津波被害のあった

千島海溝沿いの地震と推定される． 
55 番,45 番は 27 番より北の糸魚川静岡構造線沿

いに発生した活動である．45 番は 1984 年長野県西

部地震より規模は小さいようである．55 番は今年度作

業している飛越地震の 2 週間後に発生し，30km 離れ

た常願寺川上流の地震ダム決壊の契機となり，結果

として富山平野に大規模な災害をもたらした地震で

ある．ダムの決壊は震度 5 程度で発生しており，規模

は M6 前半にすぎない． 
46 番は新潟県津南に局地的被害をもたらしたが，

規模は 1992 年津南よりは大きく 1886 年程度と推定さ

れる．この地震は歪集中帯沿いに北西に発生した

2004 年中越地震同様，大変余震活動が活発だった．

47 番は 30 番の，51 番は 22 番の，52 番は 38 番の，

それぞれ余震と考えられる活動であり，主震より一回

り小さいものの，小被害をもたらしている．53 番，57 番

は小田原近辺に被害をもたらしているが，53番は浅く，

5 番より小さいが国府津-松田断層の南端部分に発生

したもの，57 番は所謂山梨県東部の 20-30km の地震

活動が高いところに発生した M6 以下の地震とタイプ

が異なる． 
49 番は 50 番の前震ともいえる地震で，ともに石橋

(1999)と同様やや深い地震の特徴があり，49 番は 50
番より一回り小さい．50 番は震度 5 の広がりが 40 番と

同程度である．54 番は 1905 年明治の一つ前の芸予

地震である．2001 年より中程度の震度の広がりは，同

程度かやや小さいので，規模は M6.5-6.6 となる．明

治芸予地震の規模を再検討する必要がある．56 番は

兵庫県加美町・氷上町の局地的被害がある．330km
まで有感であるのは，幕末近く史料が豊富であったこ

とが幸いしている．この有感を震度 3 など機械的に扱

うと巨大な地震となるが，震源近くの震度から，規模

は M6 前半を超えるはずはなく，有感記録は震度 1
程度のものもあると容易に推測できる．史料の「地震」

「大地震」記述を震度換算する場合に注意が必要で
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ある好例といえる． 
 
§3. まとめ 

今回追加した地震からは，余震や前震と類推でき

る地震によっても被害が発生すること，史料が豊富な

場合には震度 2 や 1 相当でも記録がありうること，研

究者が一般に飛びつかない中地震でも系統的解析

の蓄積が大地震解析に有用なことなどが判明した．

今後も蓄積を増やし，さらにその結果を解析済みのも

のに反映させるなど統一的カタログ作成に結実させ

たい． 
本研究は文部科学省からの委託によって実施され

た． 
 

 

 
表1． H16年度末時点の検討結果一覧表 
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